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の
は
「
実
施
要
領
第
三
条
第
六
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
並
び
に
」
と
、「
自
動
車
が
平
成
二
十
七
年
度
燃

費
基
準
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
又
は
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
」
と
あ
る
の
は
「
自
動
車
の
平
成
二

十
七
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
算
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
及
び
当
該
自
動
車
が
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
二

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
達
成
車
」
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
十
五
項
を
削
り
、
同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二

項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
附

則
第
十
五
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
項

第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
附
則

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
」
に
、「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

法
附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
有
害
物
質
の
排
出
又
は
飛
散
の
抑
制
に

資
す
る
施
設
は
、
活
性
炭
利
用
吸
着
式
特
定
有
害
物
質
処
理
装
置
（
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令

第
三
百
三
十
六
号
）
第
一
条
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
物
質
を
活
性
炭
に
吸
着
さ
せ
て
処
理
す
る
装
置
を
い
い
、
当
該

装
置
と
一
体
と
な
つ
て
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
不
可
分
の
状
態
に
あ
る
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
装
置
の
部
分
を
含
む
。）

と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
項
」
に
、「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
を
「
附
則

第
十
一
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
六
項
」に
改
め
、

同
条
第
二
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
九
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
を

削
り
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
供
さ
れ
て
い
た
車
両
（
」
の
下
に
「
エ
ン
ジ
ン
そ
の
他
の
主
要
な
部
分
品
の
修
繕
又
は
取
替
え
を
伴

う
大
規
模
な
修
理
又
は
改
造
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
に
限
る
。」を
加
え
、「
既
存
車
両
」
を
「
既
存
更
新
車
両
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条

第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」
を
「
附

則
第
十
五
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
九
項
」
に
、「
第
二
十
六
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
を「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条

第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
」
を
「
附
則

第
十
一
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条

第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、「
次
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
要
件
に
該
当
す
る
」
を
加
え
、
同

項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
船
舶
で
あ
る
こ
と
。

イ

前
年
中
に
お
け
る
外
国
貿
易
船
（
第
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
外
国
貿
易
船
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
し
て
就
航
し
た
日
数
の
全
就
航
日
数
に
対
す
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
船

舶
（
前
年
の
一
月
二
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
船
舶
で
前
年
中
に
お
け
る
就
航
日
数
が
零
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
船
舶
の
構
造
、
資
格
等
か
ら
み
て
主
と
し
て
外
国
貿
易
船
と
し
て
就
航
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
船

舶
）

ロ

日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者
又
は
日
本
の
法
令
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
以
下
ロ
に
お
い
て

「
日
本
人
」
と
い
う
。）が
前
年
の
一
月
二
日
以
後
に
日
本
人
以
外
の
者
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
船
舶
の
う
ち
、
当

該
譲
渡
を
受
け
た
日
か
ら
前
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
に
お
け
る
外
国
貿
易
船
と
し
て
就
航
し
た

日
数
の
全
就
航
日
数
に
対
す
る
割
合
が
二
分
の
一
を
超
え
る
船
舶
（
当
該
期
間
中
に
お
け
る
就
航
日
数
が
零
で

あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
船
舶
の
構
造
、
資
格
等
か
ら
み
て
主
と
し
て
外
国
貿
易
船
と
し
て
就
航
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
船
舶
）

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
船
舶
で
あ
る
こ
と
。

イ

海
上
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ

る
船
舶

ロ

海
上
運
送
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
船
舶
の
う
ち
、
船
舶
職
員
及
び
小

型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
設
備

を
有
す
る
も
の
又
は
船
舶
自
動
化
設
備
特
殊
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
六
号
）
第
五
条
の
衛
星
航
法

装
置
、
同
令
第
五
条
の
二
の
自
動
衝
突
予
防
援
助
装
置
及
び
船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）

第
百
四
十
六
条
の
二
十
五
第
一
項
の
船
速
距
離
計
（
ド
プ
ラ
式
の
も
の
に
限
る
。）若
し
く
は
同
令
第
百
四
十
六

条
の
四
十
三
第
一
項
の
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
（
船
首
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）（
ハ
に
お
い
て
「
衛

星
航
法
装
置
等
」
と
い
う
。）を
有
す
る
も
の

ハ

海
上
運
送
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ニ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
船
舶
の
う
ち
衛
星
航
法
装
置
等
を

有
す
る
も
の

附
則
第
六
条
第
三
十
五
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
四
項
」を「
附

則
第
十
一
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、「
、
鉄
道
事
業
法
」
の
下
に「（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）」を
加
え
、
同

項
第
五
号
中
「
鉄
道
事
業
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
六
十
二
年
運
輸
省
令
第
六
号
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三

十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
を
削
り
、
同
条
第
四
十
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
一
項
を
削
り
、
同
条
第
四

十
二
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項

と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
五

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
九
項
第
三
号
」

を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
五
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十

七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と

し
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
二
十
八
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二

十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十

一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
三
項
中
「
附
則

第
十
一
条
第
三
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第
五

十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
電
気
通
信

事
業
法
第
二
条
第
六
号
に
掲
げ
る
電
気
通
信
業
務
の
用
に
供
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
製
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
う
ち
、
最
終

配
線
盤
（
指
定
施
設
に
引
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
が
他
の
ケ
ー
ブ
ル
と
最
終
的
に
分
岐
し
て
敷
設
さ
れ
る
地
点
に
設
置

さ
れ
る
装
置
を
い
う
」
を
「
配
線
盤
（
き
線
ケ
ー
ブ
ル
と
配
線
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、「
光
端

末
回
線
装
置
（
」
の
下
に
「
光
伝
送
の
方
式
に
お
け
る
電
気
信
号
と
光
信
号
と
の
変
換
の
機
能
を
有
す
る
装
置
で
あ
つ

て
、光
フ
ァ
イ
バ
を
用
い
た
線
路
が
接
続
さ
れ
る
端
末
設
備
で
あ
る
も
の
を
い
い
、」を
、「
接
続
す
る
も
の
」の
下
に「（
一

の
芯
線
を
二
以
上
の
者
が
共
用
す
る
区
間
に
敷
設
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、

同
条
第
五
十
五
項
及
び
第
五
十
六
項
を
削
り
、
同
条
第
五
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十

™ š
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